
許(
■

7 5 ) 書

き
e

｡

賢
W

盲
e

→

著

『

ス

イ
ス

株
式
法
に

お

け

る

議
事
録
作
成

』

→
F
e

O

d

O
→

W
せ

且
-

2
り

い

D

訂
七
ヰ
O
t

O

官
-

-

e

宗
.

F
仁
月
叩

-

ヨ

∽
O

F

弓
e
i

申
叩

ユ
岩
F
の

ロ

A
打
t
i

e

ロ
→

e

〔

ど
.

-

漂
P

S
.

-

N

u

加

美

和

照

株
式
合
社
が

故
圏
的

構
成
を

建
前
と
し
､

そ

の

封
外
的
活

動
の

前
提
と

し

て
､

食
紅
内

部
の

意
思
決
定
の

た

め
､

い

く
つ

か
の

合
議
髄
を

必

要
と

す
る

｡

郎
ち

合
祀
の

設
立

前
に

既
に

創
立

組
合

､

設
立

後
に

お
い

て

は

株

主
組
合

､

取
締

役
合
及
び

社
債
横
着
集
合

､

更
に

解

散
後
に

お
い

て

も

清

算
人

合
等
が

存
在
す
る

が
､

こ

れ

ら

の

合
議
鰻
に

お

け

る

決
定
事
項
は
い

ず
れ

も

決
定
の

記
鐘
と

し
て

､

唯
一

の

讃

接
方
法
で

な
い

と

し
て

も

議
事

録
の

作
成
を

要
求
さ
れ

る
､

就
中

､

食
紅
の

重

要
か

つ

不

可
映
な

合
議
髄

は

合
祀
の

意
思
決
定
機
闇
た

る

株
主
組
合
及
び

取
締
役
禽
で

あ

り
､

本
書

は
ス

イ
ス

法
に

お

け
る

両
機
関
の

議
事
鏡
を

中
心

と

し
て

論
述
し

若
干
ド

イ

ツ

法
の

説
明

を

附
加
し

た

も
の

で

あ

る
｡

第
一

章

基
礎
理

論
､

第
二

章

株
式
合
社
に

お

け

る

議
事
錬

､

第
三

章

責
任
問
題
よ

り

な

る
｡

な
お

､

本

書
は

､

単

位

論

文

と

し
て

チ

ュ

ー

リ

ヒ

大

草

に

提

出
さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

-

一

本
書
の

研
究
の

目
的
は

､

議
事
録
作
成
に

関
す
る

法
律
上

又

は

箕

際
上
の

文
戯
の

不

足
及
び

法
の

不

備
を

補
う
た

め
､

そ
の

対
象
と

し
て

､

ス

イ
ス

債
務
法
第
二

十
六

章
以

下
の

株
式
合
敢
の

規
定
に

従
い

､

廣

義
に

各
種
の

特
別
法
の

株
式
食
紅

､

更
に

持
株
合
祀

(

H
O
-

已
ロ

g
･

A
.

G
)

及
び

同
族
食
紅
(

句
中

邑
〓
2

P
A
･

G
)

も
､

同
様
に

取

扱

う
｡

方

法

論

と

し

て
､

法
律
の

規
定
を

出
螢
鮎
と

す
る

そ
の

解
繹
で

あ

る
が

､

形
式
論
理

的

又
は

文
法
的
解
繹
に

拘
る

こ

と

な

く
､

目

的
論
的
解
繹
(

t

e
】

e

O
-

O

g

訂
O

F
e

A
亡

巴
①

g

ロ

ロ

g
)

を

著
書
の

基
本
的
態
度
と

し
て

最
初
に

強
調
し
て

い

る
｡

二

議
事
鐘
作
成
に

関
す
る

立

法
規
定
の

成
立

史
(

六

-
一

一

頁
)

を

一

瞥
す
る
と

､

一

八

八
一

年
の

債
務
法

(

a
O

声
)

は

｢

必

要
な
る

帳
簿
を

作
成
す
べ

く

配
慮
す
る

こ

と
+

(

第
六

五

五

僕
)

を

取
締

役
に

課
し

て

い

た

が
､

如
何
な
る

帳
簿
が

必

要
的
か

の

問
題
は

自
由
に

解
繹
さ

れ

た
｡

一

九

一

九

年
第

一

草
案
は

､

株
主
絶
食
議
事
録
に

つ

い

て
､

第
七

五
二

條
の

欄

外
註
に

｢

議
事
録
及
び

株
主
の

名

簿
+

を

規
定
し
､

取
締
役
合
に

議
長
の

署
名
あ

る

議
事
鈷
の

作
成
を

要
求
し

た
｡

一

九
二

三

年
第
二

草
案
(

A
･

H
｡

鞄

日

昌
且

は
､

第
七
五

二

條
の

若
干

の

修
正

を

経
て

､

一

九
二

八

年
の

第
三

草

案
は

､

形
式
的
又
は

賓
質
的
な

欒
吏
を

伴
い

､

株
主
絶
食
議
事
録
は

原
則
と

し
て

決
議
及
び

選
任
議
事
録

を

作
成
し
､

詳
細
な

記

載
主

張
者

へ

の

譲
歩
と

し
て

､

｢

株
主
に

よ

る

議
事

録
に

記
載
せ

ん

が

た

め

に

表
示

さ

れ
た

説
明

を

記
載
す
べ

き
こ

と
+

を

捜

入
し

た
｡

取
締
役
合
議

事
録
に

つ

い

て

は
､

哲
-

-

匹

の

提
案
に

よ

る

審

議

議
事
鋲
の

作
成
が

承
認
さ

れ
､

更
に

議
長
(

く
｡

邑
t

N

e

邑
e

)

で

な

く
､

議

事
鈷
作
成
者

(

勺

3
t

｡

打
○

ご
f

中
F

記
t
)

の

署
名
を

要
求
し

た
｡

一

九
三

六

年
の

債
務
法
は

､

儲
三

草
案
に

本
質
的
蓼
更
を

興
え

る

こ

と

な

く
､

最
終

.
乃
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草
葵
町

お
い

て
､

議
事
鋲
作
成
者
と

称
時
に

身
長
･(

才
賢
計
邑
)

の

署
名

が

必
要
と

な
っ

た
こ

と
が

､

就
中
主
要
な

修
正

で

あ
っ

た
｡

(

1
)

三

今
日

議

事
録
の

概
念
は
三
つ

の

意
義
を

持
つ

が
､

債
務
法
に

お

け

る

そ

れ

は

｢

或
経
過
を

讃
明

し
､

か

つ

可
能
な

形

式
で

参
加
者
の

書
面
に

ょ

る

承

認
の

も

と
に

確
定
さ

れ

た

公
的
或
は

私
的

審

議

を

記

載

し

た

表

(

2
)

示
+

で

あ

る
｡

更
に

概
念
の

分
析

､

種
顆

､

性
質
に

論
及
す
る

(

二
1

二

三

頁
)

｡

四

議
事
録
作
成
の

目
的
(

二

六

,
三

六

頁
)

を
､

株
式
合
祀
の

構
造

な
い

し

本

質
と
の

聞
達
づ

け
て

､

理

論
の

展
開
を

試
み
て

い

る
｡

先
ず

､

株
式
食
紅
は

､

個
人
の

統
一

髄
と

し

て

の

人

的

結

合
(

く
e

昌
平
口

舌
e

T

琶
ロ
)

で

あ

り
､

社
合
的
組

織
債
で

あ

る
が

､

自
然
人
と

異
り

､

封
内
的
生

活
に

お
い

て

(

例

え
ば

､

法
人
の

意

思

形
成

に

し

て

も
)

､

法
に

よ
る

或
規

範
の

定
立

を

必

要
と

し
､

議
事
録
は

､

法
人
の

内
部
的

経
過
(

出

来

事
)

の

適
法
性
の

讃
明
の

補
助
手
段
と
し

て

の

機
能
と

同

時
に

､

法
人
の

か

つ

て

の

総
意
思

(

G
e

筐
ヨ
t

W

≡
e

)

を

憩
起
さ

せ
､

明
ら

か
に

決
議
の

記

録

(

呂
e

巨
○

ユ
①

2
日

g

n

訂
→

出
ゐ
S

O

E

訂
払

2
)

に

役
立
つ

の

で

あ

る
｡

次
に

株

式
合
祀
の

集
囲
(

合
)

主
義
的
構
成
か

ら
､

株
式
食
紅
は

､

個
人
的
乃
至
人

的
合
祀
の

如
く

企
業
の

支
配
と

所
有
が

一

致
す
る

自
己

機
関
で

な

く
､

多

く
は

第
三

者
機
関
で

あ

る
｡

従
っ

て

財
産
の

管
理

機
闘
(

く
e

→

弓
巴
t

日
日

g

苧

○

コ
叫

巴
-

)

を

必

要
と

し
､

株
主
抱
合
と

取
締
役
合
の

管
理

機
能
の

分
配
か

ら
､

議
事
録
は

､

両
者
の

機
関
活
動
に

対
す
る

､

相
互
に

お

け

る

承
認
の

補

助
手
段
と

な

り
､

結
局
議
事
録
は

株
式
合
祀
頼
嗣
の

集
合
主
義
的
構
成
に

お
い

て

確
立
し
た

従
属
関
係
(

A
E
F

P

ロ

g
-

的

打
e
小

什

く
e

ユ
F

巴
什

n

且
の

結
果

で

あ

る
｡

更
に

､

管
理

機
関
と

食
紅
と
の

契
約
履
行
に

封
す
る

管
理

委
員

(

田

臥
已
t

旨
旦
e
)

の

責
任
の

明
確
化
に
■も
役
立
つ

｡

ま

た
､

扶
式
食
紅
の

.

符

資
本
的
構
成
か

ら
､

唯
一

の

信
用
の

揖
保
は

禽
敢
の

資
本
で

あ

り

資
本
維

持
の

特
別
の

方
法
と

し

て
､

財
産
管
理

者
に

封
す
る

特
別

費
任
を

負
増
さ

せ
､

責
任
問
題
の

判
断
に

も

利
用
し

う
る

｡

そ

こ

で
､

こ

の

議
事
録

作
成

の

利
用
面
(

三

六

-
四

一

頁
)

か

ら

各
々

の

場
合
を

考
察
す
る

と
､

先
ず

株
式
食
紅
で

は
､

株
主
絶
食
の

特
殊
の

全
員
出
席
組
合
(

伽

蒜
)

に

も
､

不

可
放
で

あ

り
､

ま

た
､

取
締
役
合
が
一

人
で

構
成
さ

れ

る

と

き
､

(

宗
モ

竪

及
.び

墓
決
議
(

㌶
鮎
)

に

も

要
求
さ

れ
､

更
に

取

締

役

僧

委

員

曾

(

く
e

⊇
1

巴
t

戸
n
的

A
亡

墨
リ

オ

己
s
払

e

)

は
､

定
款
又
は

規
則
に

よ
っ

て

組
織
さ

れ

る

が
､

明

確
な

規
定
を

妖
く

た

め
､

ド
イ

ツ

の

監
査

役
委
員
合

(

那
釦
削

.

僻
軌

聖
と

法
律
上
の

地

位
を

同
一

視
し
､

議
事
録
作
成
の

必

要
を

説
く

｡

五

議
事
録
作
成
に

封
す
る

取
締
役
の

義
務
に

つ

い

て

(

四
二

-
五
二

頁
)

､

そ
の

法
的
根

接
は

O
R

第
七

〇
二
･

七
一

五
･

七

二

二

條
二

項
の

規
定
に

も
と

め

ら

れ

る

が
､

一

八

八
一

年
の

A

O

R

は
､

法
的
義
務
付
け

は

存
し

な
い

で
､

永

横
的
習
慣
と

聯
邦
議
合
(

出

∈
-

d
e

賀
巳
e

)

の

判
決
に

ょ
っ

て
､

認
め

ら

れ

て

い

た
｡

そ

し
て

こ

の

義
務
は

強
行
的
に

指
示

さ

れ

た

義
務
で

あ

り
､

義
務
の

圭
髄
を

汝
文
で

は
｢

取
締
役
(

く
e

ぺ

弓
巴
t

日

日

g
)

は

…

…
+

と

あ
る

が
､

機
関
即
ち

各
人
の

全
債
の

意
味
に

解
さ

れ

る
｡

そ

し
て

､

義
務
の

封
象
と

し

て
､

第
一

の

義
務
は

､

取
締
役
に

或
る

状
態
を

示
し

た

整
然
た

る

(

諾
的
e
-

ヨ
監
巴
g
2
)

(

系
統

的
､

姫
境
的

か

つ

江

忌

深

く
)

議
事
録
の

作
成
義
務
と

第
二

の

義
務
と

し
て

､

補
充
的
義
務
で

あ

る

が
､

保
存
義
務
と

提
出
義
務
(

E
d
]

巨
○

日
払

せ

2
c

E
)

を

要
求
す
る

｡

保
存

義
務
は

O
R

第
九
六

二

條
二

項
の

｢

受
領
し
か

つ

餞
達
し
た

る

営
業
上
の

信
書
の

謄
本
+

に

議
事
録
も

含
ま

れ
､

従
っ

て

十
年
問
保
存
す
べ

き
で

あ

/
｢

+

済



り
､

提
出
義
務
は

O
R

第
九

六
三

保
に

｢

一

定
の

條
件
の

も

と
に

､

信
書

の

提
出
を

要
求
し

う
る
+

旨
規
定
さ
れ

る

訴
訟
上
の

義
務
で

あ
る

｡

六

議
事
鈷
作
成
の

個
人

的
権
利

(

∽
{

旨
甘
打
t
-

諾

河
e

旨
t
)

に

つ

い

て

(

五
二

-
五

七

頁
)
､

法
は

別
段
明

瞭
な

規
定
を

設
け
て

い

な
い

が
､

前

項
で

取
扱
っ

た

取
締

役
の

義
務
の

コ

レ

ラ

ー

ト

と

し
て

合
祀
又

は

各
々

個

個
の

株
主
に

認
め

ら

る
､

奪
い

え

な
い

権
利

(

告
e

n
t

N
-

e

F

訂
記
口

声
?

○

ど
)

で

あ
る

が
､

勿
論
個
々

の

場
合
に

権
利
の

行
使
を

無
税
し

う
る

が
､

一

般
的
放
棄
は

無
効
で

あ

る
｡

そ
こ

で

食
紅

､

株
主
の

権
利
の

封
象
は

取

締

役
の

義
務
の

封
象
と

一

致
し

､

嘗
然
議
事
録
閲
覧
権
も

含
ま
れ

る
｡

尤

も
､

株
主

絶
食
の

議
事
銀
閣
覚
樺
は

､

直
ち

に

承
認
さ

れ
る

に

し
て

も
､

取
締
役
合
議
事
録
の

閲
覧
権
に

つ

い

て

問
題
が

残
る

｡

第
一

に
､

株
主
の

閲
覧
樺
は

O

R

第
六

九
七

健
二

項
の

範
囲
内
に

お
い

て

制
限

的
に

認
め

ら

(

3
)

(

4

)

れ
､

ま
た

閲
覧
は

､

帳
簿
の

直
接
閲

覧
で

な

く

認
諾
あ
る

謄
本
で

あ

り
､

そ
の

許

琴
の

決
定
権
は

､

株
主

組
合

､

取
締
役
脅
に

蹄
屈
す
る

｡

第
二

に

支
配
人
(

崇
→

e

打
t

O

ユ

の

閲
覧
権
に

つ

い

て
､

肯
定
設
も

存
す
る

が
､

非

業
務
執
行
の

取
締

役
員
の

帳
簿
及
び

書
類
の

閲
覧
権
は

､

O
R

第
七

一

保

一

項
に

よ
っ

て

｢

そ
の

提
示
は

取
締
役
食
に

よ
っ

て

の

み

命
令
し

う
る
+

と
い

う
方
法
で

制
限
さ

れ

る

限
り

､

支
配
人
に

は

否
定
さ

れ

な

け

れ

ば

な

評

ら

な
い

｡

第
三

に
､

監
査
役
に

つ

い

て
､

O
R

第
七
二

八

保
二

項
は

｢

取

締
役
の

合
計
監
査
役
に

封
す
る

帳
簿
及
び

書
架
の

提
出
義
務
+

を

規
定
し

て

い

る

が
､

議
事
録
も

嘗
然
含
ま

れ

る

と
の

見
解
も

あ
る

が
､

監
査

役
は

香

O

R

第
七

三
一

條
一

項
に

よ

り
､

或
は

､

形
式
上

及
び

資
質
上
の

合
計
槍

う
■ト

賓
に

限
ら
れ

､

業
務

執
行
ま
で

撰
張
す
べ

き
で

ほ

な
い

等
の

理
由
か

ら

著

(

l
)

勺

3
t

O

打
○

〓

は

中
世

ラ

テ

ン

語
の

｢

ワ
+

O
t

0
0

0
1

日

ヨ
+

か

ら

由

来

し
､

そ

れ

自

鰹
と

し

て

は
､

ビ

ザ
ン

チ

ン

語
に

遡
る

｡

そ

れ

は
ビ

ザ
ン

チ

ン

の

住
民
に

よ

る

膠
を

ぬ

っ

た

紙
(

d

d

蒜
e
-

e
-

ヨ
t

e

n

聖
賢
･

t

e

∽
)

即
ち
パ

ピ

ラ

ス

紙
に

書
い

た

文

書
(

吋

名
笥
亡
∽

3
-

-

e

ロ
)

の

表

示
を

起

漁
と

す
る

(
(

ギ
リ

シ

ャ

語
の

胃
O
t

O

払

=

最
初
に

(

召
言
､

N

亡

5

記
t

)

い

内
○
-

-

O

n

=

膠
著
す

(
-

e
}

日
e

n

》

(

2
)

悌
語

の

｢

宅
0
0

訂
丁

諾
旨
巴
+

､

伊

語
の

｢

勺

3
0
e

払
∽

○

言
旨
苧

-

e

+
､

英
語
の

｢

ゴ
e

g
-

賢
e

→
-

→

e
0

0

a
Y

邑
n

已
e

払
-

邑
ロ

ま
e

古
0

0

打
+

に

あ

た

る
｡

(

3
)

わ

が

国
で

は
ス

イ
ス

債

務

法
の

如
き

制
限

が

な
い

た

め

(

高
二

六
三

條
二

項
)

､

秘
密
保

持
の

食
紅
の

利

益

と
監

督

権

行

使
の

株

主

の

利

益
の

調

整
が

問
題
で

あ

る

が
､

権
利

濫

用
に

ょ

る

閲

覧
権
の

担

香
を

(

大

隅
･

園

部

｢

取

締

役
･

監

査

役
+

七

四

頁
)

認
め

る

と

し

て

も
､

不

明

確
さ

は

免
れ

な
い

｡

し

か

し
､

賓
際

上

は
､

行
使
さ

れ

る

の

は
､

意
外

に

も

少
い

よ

う
で

あ
る

｡

(

4
)

わ

が

商
法

第
二

六
三

保

も
､

議

事

銀
の

本

店
支

店
の

備
置

を

規

定
し
て

い

る

が
､

解

揮

論

と

し
て

､

支
店

等
で

は

代

表

取
締

役
の

認

置
あ
る

謄

本
の

作
成
で

足
り

､

立

法

論

と

し
て

明

確

化

す
べ

く

主

張

さ

れ
る

(

鈴

木

｢

株

式

賓
務
+

四
一

五

頁
｡

西

原

｢

株
主

絶
食
の

運

営
(

株
式

食

紅

法

講

座

第
三

奄
)

八

七

二

頁
｡

大

住
｢

荷
鎮
護
話
+

二

三

八

頁
)

｡

七

■
本

二で

は

最
初
に

､

∴

株
主

含
蔑
啓

発
を

取
扱
う
が

､

第
一

そ
の

.
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ィ
/

準
投
票
者
･

(

賛
成

者
･

香
凝
着
)

■
答
の

詳
約
な

記
述
は

必

要
で

な
←
､

乃

結
局
決
議
の

記
載
方
法
に

つ

い

て

議
事
録
作
成
者
の

廉
く

自
由
な

判
断
に

ま
か

せ

ら
れ

る

(

O

R

第
七

〇
二

條
二

項
の

不

正

確
な

規
定

自

性
そ

れ

を

澄

明

す
る
)

｡

の
､

決
議
と

同
様
に

決
議
の

垂
種

(

仁

ロ
t

e

→

r

P

エ

た

る

｢

選

任
+

･
に

つ

い

て

も

説
明
を

輿
え

る

よ

う

規
定
さ

れ

て

い

る

が
､

選
任
は

多

く
の

投
票
が

要
求
さ

れ

る

た

め
､

個
々

の

中
間

的
結
果
の

記
載
を

要
し

､

川
､

更
に

｢

議
事
録
に

記
載
せ

ん

が

急
に

株
主
に

よ
っ

て

優
し

た

意
思
表

示
(

書
面

或
は

口

頭
に

よ

る
)

+

も

記

載
す
べ

き
で

あ
る

｡

第
三

に

議
事
録

の

添
加
物
(

七

七

-
七

八

頁
)

と

し
て

､

ド
イ

ツ

株
式
法
第

一

二

保
三

項
は

｢

縫
合
出
席
者
名
簿
及
び

召

集
に

関
す
る

讃
接
書
類
+

を

挙
げ
て

い

る

が
､

ス

イ

ス

債
務
法
に

規
定
の

存
し

な
い

結
果

､

出
席
者
名

簿
の

作
成

を

多
数
説
は

推
欝
し

て

い

る
｡

第
四
に

､

議
事
録
の

謹
揚
力
は

､

二

般
的

私
的
謹
書
と

し
て

､

裁
判
官
に

そ
の

事

箕
の

存
香
を

確
信
さ

せ
､

判
決
を

な

す
た

め
の

､

冷
静
な

決
定
の

根
接
と

な

る

が
､

確
定
す
べ

き

事
箕
に

つ

い

て
､

そ

の

謹
接
に

よ

る

か

香
か

は

裁
判
官
の

自
由
な

判
断
に

よ

る

(

自

由

心

置

主

義
)

｡

八

取
締
役
合
の

議
事
鉄
(

八

五

-
九

六

頁
)

に

つ

い

て

は
､

本
質
的

に

は

株
主
総
合
の

そ

れ

と

同
様
で

あ

る

が
､

就
中

責
任

訴

訟
(

く
e

冒
已
.

W
｡

邑
-

○

首
3
N

e

∽
)

に

お

け
る

個
々

の

取
締
役
員
の

責

任
の

判

定
に

重

要
な

資
料
と

な
る

｡

第
一

に

そ

の

形
式
は

､

強
行
的
規
定
で

あ
る

が
､

決

議
の

有
数

要
件
で

は

な

く
､

資
際
慣
行
に

任
せ

ら

れ
､

特
に

合
議
参
加
の

取
締

役
貞
に

映
席
者
の

氏
名
そ

の

理

由
等
の

記
載

､

合
長
(

官
許
-

d
e

n
什
)

及
び

議
事
録
作
成
者
の

署
名
を

必

要
と

す
る

｡

第
二

に

そ
の

内
容
は

､

合

議

燈
の

機

関
と

し
て

の

取
締
役
脅
の

決
議
は

､

単
純
多
数
決
に

よ

り
､

決

/

ト
睦 + ⊥ ⊥

_
+



評( 7 9 ) 書
､

議
の

数
的
投
票
結
果
を

記
載
す
べ

く
､

審
議
は

､

役
員
の

一

切
の

璽
一一

口

で

な

く
､

重

要
な

議
決
事

項
(

く
｡
t

)

及
び

動
議

(

A
ロ
t

誌
的
e
)

が

記
載
さ

れ

れ

ば

足
り

る
｡

要
す
る

に
､

取
締
役
合
議
事
錬
は

株
主
絶

食
の

如
く

決
議

議
事
録

(

出
ゐ

岩

ヱ
宏
∽
･

巧

言
ざ
打
｡

ご
)

で

な

く
､

合
議
出
席

者
の

重

要
な

蔑

言
を

含
む

審
議
議
事
録

(

く
e

旨
P
ロ

d
-

戸
口

思
･

勺

3
t

O

打
○

亡
)

で

あ
る

｡

第

三

に

讃
接
力
は

株
主
組
合
の

そ

れ

と

同
桂
で

あ

る

が
､

よ

り
一

層
､

讃
接

力
は

議
事
録
作
成
者
に

影
響
さ

れ

る
｡

な
お

､

附
説
(

九

三

-
九

六

頁
)

と

し
て

､

近
時
行
わ

れ

て

い

る

録
音
テ

ー

プ
の

作
成
が

､

議
事
録
の

作
成

に

代
え

う
る

か

の

問
題
に

つ

い

て
､

■
先
ず
讃
接
機
能
の

鮎
は

､

録
音
テ

ー

プ

は

後
に

削
除
な
い

し

切

除
に

よ
っ

て

比

較
的
容
易
に

愛
東
し

う
る

映
鮎

を

有
す
る
が

､

著
者
の

見
解
で

は
､

こ

れ

は
正

確
か

つ

直
接
的
再
現
と
い

ぅ
長
所
に

よ
っ

て

捕
わ

れ
､

一

般
に

録

音
ア

ー

ブ

の

讃
接
カ
を

議
事
録
の

そ

れ

と

同
位
置
に

認
め

る
｡

従
っ

て

今
日

､

取
締
役
合
及
扶
圭
組
合
の

議

事
録
の

作
成
に

､

原
則
と
し

て

録
音
テ
ー

プ
の

作

成
が

認
め

ら
れ

る

と

い

ぅ
見

解
を

支
持
し
て

い

る
｡

し

か

し
､

書
面
議
事

録
の

よ

り

合

目

的

性

(

1
)

(

問

璧

機
能
)

に

封
し
､

こ

れ

は

賓
用
的
で

は

な
い

｡

九

一

人

取
締
役
の

議
事
鐘

(

九

六

-
一

〇
一

頁
)

､

即
ち

取
締

役
が

唯

一

人
に

委
任
さ

れ

た

場
人
口

に

も

議

事

録
の

作

成
を

要
す
(

釦

諾
左
傾
駈

柑
Y

併
し

そ
の

賓
行
性
は

疑
わ

し
■
く

､

こ

の

傾
向
を

認
め

ざ

る

を

え

ず
､

結
局
責
任
訴
訟
に

お

け

る

讃
接
手
段
と

し
て

期
待
さ

れ

る

の

み

で

あ

る
｡

一

〇

本
項
で

は
､

議
事
録
作
成
を

､

集
圃

(

合
)

的
食
紅
な
い

し

国

債
的
組
織
.の

合
議
僚
機
関
の

権
限
を

前
提
と

す
る

な
ら

ば
､

そ

れ

を

妖
く

一

人
骨
社
を

例
外
現
象
と

し

て
､

特
別
に

検
討
を

加
え

る
｡

⊥

般
偶
に

､

ス

イ
ス

債
務
法
に

お
い

て
､

一

人
食
紅
は

認
め

ら
れ
(

地
肌

宗
詣

)

､

二
千

に

全
株
式
の

集
中
に

拘
ら

ず
､

合
敢
の

法
人

格
は

依
然
存

績
し

､

唯
一

株
主
の

合
杜
財
産
と

私
用
財
産
は

､

法

律
上

分
離
し
て

い

る
｡

従
っ

て

合
祀

財
産
は

､

責
任
(

塘
保

)

基
金
(

H

已
t

戸
口
g

訂
ロ

e

と

看
る

ぺ

き

で
､

も

は

や

合
社
と

し

て

存

績
し

な

く

と

も

合
祀

は

責

任

形

態

(

H

巳
t

亡

n

g
f

O
→

m
)

と

し
て

存
増
す
る

｡

尤
も

､

機
関
は

適
法
に

存
続
す

べ

き
で

あ

り
､

債

権
者
保
護
の

株
式
法
の

規
定
に

や

は

り

義
務
づ

け

ら
れ

る
｡

し

か

し
､

法

律
の

附
興
し

た

機
能
は

不

完
全
に

営
ま

れ

る
に

す
ぎ

な

く
､

す
べ

て

の

規
定
を

､

依
然
と

し
て

適
用
さ

せ

る
こ

と
､

例
え

ば

責
任

免
除
制
度

(

加

誤
)

の

適
用
は

不

合
理
で

あ

り
､

取
締
役
は

､

法
に

よ

り

議

決
権
を

有
し

な
い

と

同
様
に

､

議
事
鐘
作
成
の

規
定
を

､

一

人
合
社
に

適

(

2
)

用
す
べ

き
で

は

な
い

｡

け

だ

し
､

一

人
合
祉
は

法
律
上

の

形
態
で

は

な
い

が
､

経
済
上
の

存
在
と

し

て

人

的
食
紅
と

同
一

視
さ
れ

､

す
べ

て

の

責
任

を
､

唯

二
株

主
が

負
揺
す
る

た

め
で

あ

り
､

ま
た

､

責
任
規
定

(

m

既
望

は
､

原
則
と

し
て

､

一

人
合
祀
の

取
締

役
に

通
用
さ
れ

る
｡

(

1
)

録
音
テ

ー

プ

の

作
成
は

議

事

録
の

作

成
に

代
へ

う
る

も

の

で

は

■

な
い

(

朝
山

｢

株
主

縫
合
の

法
律

要
務
+

一

二

三

頁
)

｡

(

2
)

■
西

原

教

授
は

議

事

録

作

成
を

必

要
と

す

る

反

封
の

見

解

(

西

原

｢

株
主

組
合
の

運

営
+

(

扶

式

合
祀

法

講

座

第
三

奄
)

八

七

四

頁
)

で

あ

る

が
､

一

人

含
社
の

祀

圃

性
の

喪
失

に

ょ

る

畢

濁

株

主
の

無

限

責

任

を

認

め
る

見

解

な

ら
ば

議
事
録
の

必

要
性
は

乏

し
い

で

ぁ

ろ

う
｡

三

二

責
任
者
と

し
て

最
初
に

､

一

般
的
な

取

締

役
の

責
任
の

問

題

(

一

〇

五

-
一

〇

九

頁
)

を

取
扱
う
が

､

一

九
三

六

年
改
正

債
務
法
は

蕾

指

小

.

ぺ

⊥

与

r
し

㌧

ノ‡

一.リ

ノ言



■
■
)

.

〇

′一
〇
〇

-

(

ヽ

一 蘭論叢 第 四十 三 巷 第 一 競

法
よ

り
一

層
取
締
役
の

着
任
を

厳
格
化
し
(

謁
靴
)

､

直
接
に

は
､

個
々

の

役

員
で

な

く
､

全
潰
と

し

て

の

機
関
に

責
任
が

あ

る
が

､

個
々

の

役
員
は

､

機
関
の

義
臥
の

履
行
に

封
し
､

間
接
的
に

責
任
を

負
う
(

聖
郁

監
)

｡

取
締
役
貞
は

連

帯
し
て
(

諾
鮎
)

､

最
軽
過
失
(

C
{

音
p

-

e

喜
∽

甘
且

に

封
し

て

も

責
任
を

負
う
べ

き
､

最
高
の

人

的
責
任

(

け

5
0

訂
t

廿
e

邑
e

已
r

O

F
)

が

あ

る
｡

尤
も

､

一

般
的
に

､

第
三

者
に

代
理

せ

し

め

え

な
い

が
､

個
人
的
履
行
義
務
は

､

そ
の

任
務
の

連
行
の

た

め
､

補
助
者
を

使
用
し

ぅ

る
(

謡
雛

聖
｡

な
お

■ ､

委
任
の

性
質
に

よ
っ

て

取
締
役
の

責
任
の

軽
重
に

影

響
す
る
(

認
㌍
表
覧
紅
項

)

｡

次
に

､

議
事
録
作
成
の

委
任
(

一

一

〇

-
一

一

四

頁
)

に

つ

い

て
､

取

締

役

食
は

議

事
録
に

つ

い

て

の

作

成

(

句
辞

ピ

コ
ー

ロ

g

づ
U

n

吋
ヰ
O
t

O

村
○
-

-

)

で

は

な

く
､

議
事
錬
作
成
(

勺

岩
t

O
村
C
-

-

･

f

已
F

2
n
g
)

に

責

任
を

負
う
こ

と
か

ら

明
ら

か

な

如
く

､

取
締
役

食
自
優

に

よ

る

作
成
を

要
求
す
る

の

で

は

な

く
､

第
三

者
に

事
賓
上
の

作
成
を

委

任
し

う
る

｡

し

か

し

斯
様
な

委
任
は

､

封
外
的
関
係
(

食
紅

･

株

主
･

債

権
者
に

関
す
る

関
係
)

で

取
締
役
の

責
任
に

欒
更
を

生

ず
る

も

の

で

は

な

く
､

委
任
は

唯
内
部
関
係
に

お

け

る

貴
任
に

つ

い

て
､

意
義
を

有
す
る
に

過
ぎ

な
い

｡

そ

こ

で
､

議
事
録
作
成
者
の

法

律
上
の

地

位
で

あ
る

が
､

第

一

に
､

取
締
役
合
は

､

補
助
者
(

H
e
-

f
s

p
e

記
O

n
)

を
､

営
業
主
の

地

位

と

封
立
さ

せ
､

民
法
九
七

條
以

下
の

規
定
に

従
っ

て
､

取
締
役
合
は

､

補

助
者
の

業
務
執
行
中
に

生

じ

た

損
害
に

封
し

､

食
紅
に

賠
償
責
任
を

負
増

さ

せ

る

(

∞

諾
)

｡

し

か

し
､

過
失
の

程
度
に

應
じ

､

補
助
者
に

封
す

る

求
償
権
を

有
す
る

が
､

賓
際
上

は

行
わ
れ

な
い

｡

第
二

に

代
理

人
■(
S

亡

ア

ロ

エ
t

已
)

に

つ

い

て
､

反
封
説
も

あ
る

が
､

O

R

第
七

二

二

條
三

項
の

取

役
の

厳
重
な

責
任
規
定
は

､

議

事
線

作
成
を

代
理

人
の

形
式
で

第
三

者
に

委
任
し

え

な
い

こ

と

を

示

す
｡

第
三
に

､

O

R

第
七

一

四

僕
二

項
に

よ

る

甜

取
締
役
合
の

受
任
者
(
H

訂
P

已
t

旨
g
t

2

ユ

と

し

て
､

取
締
役

員
に

議
事
録

作
成
の

委
任
は

､

そ

れ

自

慣
可
能
で

あ
る

が
､

議
事
録
作
成
者
の

地

位
と

取
締
役
貝
の

地

位
は

､

よ

く

調
和
を

も
た

ら

さ

な
い

た

め
､

賓
際
上
は

稀

で

あ
る

｡

第
四

に

公
謹
人

(

Z
｡
t

寛
)

が

加
わ

る

と
､

そ

れ

は

第
一

に

述

べ

た

第
三

者
に

委
任
し

た

と

同
様
の

補
助
者
で

あ
る

｡

一

二

最
後
に

議
事
録
作
成
義
務
の

履
行
と

作
成
の

親
行
を

問
題
(

一

一

五

-
一

二

五

貞
)

と

し
､

前
者
に

つ

い

て
､

議
事
録
作
成
の

必
要
と

賓

際
上
の

償
値
は

､

就
中
小

企
業
に

お
い

て

甚
だ

少
く

､

従
っ

て

屡
々

等
閑

に

附
さ

れ
､

結
局
義
務
違
反
は

､

一

般
に

全

然
作
成
な

く

或
は

許
容
し

難

い

作
成
の

場
合
が

問
題
と

な
る

｡

後
者
の

問
題
に

つ

い

て
､

先
ず
私
法
上

の

制
裁
と

し

て
､

第
一

に
､

議
事
録
作
成
義
務
違
反
に

無
数
訴

訟
が

考
え

ら
れ

る

が
､

本
爽
無
効
は

､

基
本
的
法
規
違
反
の

場
合
に

の

み

限
ら
れ

る

(

即

諾
二

触
鳩

㌫
匠

檻
鞘
二

)

か

ら
､

こ

れ
は

適
用
さ

れ

な
い

｡

第
二

に
､

株

式
法
の

規
定
に

封
す
る

職
権
に

よ

る

干
渉
(

H

n

訂

ヨ
ー

e

已
訂
ロ

e

曽
β
○

且

も
､

自
由
な

商
法
の

立

場
と

調
和
せ

ず
､

一

定
の

形
式
的
監
督
が

行
わ

れ

る

の

は

就
中
商
業
登
記
に

限
定
さ

れ

る
｡

第
三
に

､

私
人
の

訴
に

よ

る

干

渉
で

あ

る

が
､

強
行
規
定
の

慣
値
と

賓
際
上
の

遵

守
が

､

訴
訟
好
み

に

よ

る

私
人
の

訴
に

依
存
す
る

な

ら

ば
､

か

な

り

唾
昧
か

つ

不

完
全
な

方
法
で

あ
る

｡

そ

こ

で

株
式
法

規
定
の

資
施
に

封
す
る

訴
と

し
て

､

取
滑
の

訴
が

先
ず
想
起
で

き
る

が
､

こ

れ

は

株
主
組
合
が

議
事
録
を

作
成
し

な
い

こ

と

(

1
)

を

決
議
し
た

場
合
に

の

み

通
用
さ

れ
､

ま

た
､

解
散
訴
訟
等
の

規
定
は

議

事
録
作
成
義
務
違
反
の

効
果
に

関
係
な

く
､

結

局

責

任

訴

訟
(

く
e

→

巴
-

･

t

m
O

ユ
ー

訂
ゲ
粁
e
-

t

E

品
①
)

が
､

賓
際
上

問
題
と

な

る
に

限
ぎ

な
い

｡

一

般

′
､

ー㌻



▼佃
サ

一

計( 臥) 書

虹

に

法
令
又

は

定
款
違
反
に

封
す
る

制
裁
と

し
て

､

O

R

第
七
五

四

條
を

も

っ

て
､

損
害
賠
償
義
務
が

認
め
ら

れ

る

が
､

責
任
訴
訟
は

原
則
と

し
て

純

粋
な

損
害

賠
償
訴
訟
で

あ

り
､

そ
の

要
件
と

し
て

､

糾
｢

な

す
ぺ

き

義
務

違
反
+

(

議
事
録
作
成

義
務
の

怠
慢

又

は

不

完
全

な

作
成
)

榊
｢

故
意
+

又

は
｢

過
失
+

榊
｢

損
害
の

優
生
+

(

損

害
の

優

生

は

財
産
の

減
少

と

解
さ

れ

る

が
､

不

完
全

な

議
事
錬
作
成
に

よ

る

澄

明

は

投

書
と

看
倣
さ

れ

る
)

仰

｢

契
約
違
反
の

事
資
と

損
害
と

の

間
の

因
果
関
係
+

等
を

必

要
と

す
る

｡

要
す
る

に
､

責
任
訴
訟
の

要
件
が

充
足
さ

れ
､

こ

の

訴
訟
に

よ
っ

て
､

議
事
録

作
成
が

履
行
さ
れ

る

こ

と

を

理

解
し
､

責
任
訴
訟
を

金
銀
的
償
値

の

損
害
を

前
提
と

す
る

意
味
の

損
害
臍
償
請
求
と

解
し

た
が

､

著
者
は

､

こ

れ
に

勤
し
､

議
事
録
作
成
義
務
違
反
の

場
合
に

は
､

例
え

金
銭
的
債
値

あ

る

損
害
が

優
生

し

な

く
と

も
､

そ

れ

に

利
苦

闘
係
を

有
す
る

食
紅
及
び

株
主
は

(

債

権

者
を

除
外
)

､

訴
権
を

有
す
る

と

解
し
て

い

る
｡

し

か

し
､

最
後
に

こ

の

責
任
訴
訟
に

封
す
る

批
判
と

し
て

､

就
中
小

型

株
式
合
祀
に

お
い

て

議
事
鐘
作
成
の

強
制
手

段
と

し
て

は
､

合
目

的
的
な

方
法
で

は

な
い

｡

け

だ

し
､

違
反
の

軽
重

か

ら

云

え

ば
､

訴
訟
と

す
る

程

の

も
の

で

は

な

く
､

彼
等
の

義
務
の

遵
守
に

､

徐
り
に

苛
酷
な

虞
置
で

あ

り
､

個
々

の

株
主
の

口

頭
に

よ

る

注
意
な
い

し

株
主
絶
合
の

徽
戒
で

充
分

で

あ

る
｡

更
に

､

.
裁
判
所
の

議
事
録
作
成
の

執
行
判

決

を

え

た

場

合
に

も
､

取
締

役
が
こ

れ
に

従
わ

な
け
れ

ば
､

履
行
の

強
制
方
法
は

全
く

失
い

､

そ

の

他
に

は

解

任
に

よ
る

威
嚇
以

外
に

な
い

｡

以

上
の

外
に

刑
法
上
の

制

裁
と

し

て
､

ス

イ
ス

刑
法
第
三

二

五

條
に

よ

る

起
訴
も

可
能
で

あ
る

｡

要

す
る

に
､

勿
論
議
事
録
作
成
の

義
務
は

存
在
す
る

が
､

そ
の

履
行
に

封
す

る

有
放
か

つ

合
目

的
な

方
法
の
･
映
如
を

指
摘
し

て

結
び

と

す
る

｡

(

1
)

同

旨
､

稔
田

･

鈴
木
｢

僕
解

･

株

式

食
紅

法
+

上
二

一

五

頁
｡

大

任
｢

商
法

講
話
+

二

三

九

頁
｡

朝
山

｢

前
掲
書
+

一

二

四

頁
ウ

株
式
合
祀
議
事
録
に

関
す
る

法
的
規
制
に

つ

い

て
､

ス

イ
ス

法
は

､

フ

ラ
ン

ス

･

ド
イ

ツ

法
に

比

較
し
､

最
も

わ
が

国
の

規
定
に

類
似
し
､

従
っ

て
､

比

較
考
察
に

ほ
､

よ

り

適
切

で

あ

る
が

､

一

般
的
に

云

え

ば
､

わ

が

国
の

規
制
よ

り

稗
不

完
全
た

る

批
難
を

免
れ

な
い

｡

そ

れ

故
に

､

又
､

立

法
の

不

備
を

補
う
完
全
な

解
樺

論
と

し
て

､

本
書
の

償
値
が

高
く

評
債
さ

れ
る

｡

本
書
は

､

議
事
録
を

単
な

る

議
事
録
の

問
題
に

と
ゞ

め

ず
､

株
式

食
紅
の

構
造
本
質
と
の

関
連
に

お
い

て

位
置
づ

け
､

精
確
な

基
礎
理

論
の

構
成
を

出
嶺
鮎
と

し
､

そ

の

上

に

議
事
録
に

つ

い

て

あ
ら

ゆ
る

生
じ

う
る

個
別
的
問
題
の

分
析
は

､

わ

が

国
に

お
い

て

も

少
な
か

ら
ぬ

示

唆
々

輿
え

ら
れ

る
｡

就
中
著
者
が

本
書
の

最
後
に

取
扱
っ

た

問
題
も

､

わ

が

国
に

お

い

て

も

(

た

と
え

商

第
四

九
八

條
一

九

競
の

罰

則
の

規

定
が

あ

る

と

し

て

も
)
､

個
人

的
食
紅
に

ま

で

法
律
上

株
式

合
祀
形
態
の

利
用
が

法

律
上

可

能
な

限
り

､

数
的
に

相
嘗
に

達

す
る

こ

れ

等
の

小

企
業
に

､

議
事
録
作
成

義
務
の

完
全
な

資
施
に

対
す
る

適
切

な

る

方

汝
を

見
出
七

え

な
い

｡

し

か

し
､

議
事
録
.
の

義
務
上
の

作
成
は

､

無
税
す
べ

き

で

は

な

く
､

い

つ

か
､

そ
の

法
律
上
の

制
裁
と

不

利
益
を

受
け

る

な

ら

ば

(

吉

永

｢

中

小

企

業
と

含
社

形

態
+
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